
災害状況

村山大和支部における労災事故
件数は、職人3件でした。

４月の労災事故件数

労災事故には保険証が使用できません。未加入者に声を

かけ、労災保険の加入を呼びかけましょう!

●切れ・こすれ……1件

●動作の反動………2件

※いずれも支部へ電話で予約してください。

◇社労士相談
◇法人設立相談
◇税務記帳相談

支部まで
お問合せ
下さい｝

白倉 良道

◇弁護士相談
6月6日㈮ } 午後1時半～
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No.358

各分会の目標数と現在の成果（5月2日現在）

105

な ご み

成果5人 目標6人

目標6人

目標6人

目標6人

目標6人

目標6人

目標6人

目標6人

目標6人

目標6人

目標6人

目標6人

目標6人

目標6人

目標27人目標27人

成果8人

成果1人成果1人

成果4人

成果3人

成果2人成果2人

成果10人

成果17人

新
年
度
が
始
ま
り
５
月
は
初

旬
か
ら
組
合
に
と
っ
て
大
き
な

行
事
が
あ
っ
た
。
労
働
者
の
地

位
向
上
を
訴
え
る
５
月
１
日
の

メ
ー
デ
ー
。
日
本
国
憲
法
の
施

行
日
で
あ
る
５
月
３
日
憲
法
記

念
日
の
憲
法
集
会
で
あ
る
。
▼
日
本
国
憲

法
９
条
に
は
﹃
武
力
に
よ
る
威い

か
く嚇
ま
た
は

行
使
は
国
際
紛
争
解
決
す
る
手
段
と
し

て
は
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
﹄
と
あ
る
。

こ
の
規
定
の
お
か
げ
で
、
戦
後
８
０
年
、

日
本
は
差
し
迫
っ
た
危
険
に
は
さ
ら
さ
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
世
界
に
目
を
向
け
る

と
、
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
、
シ
リ
ア
な
ど
紛
争
が
続
い
て
い

る
。
そ
の
戦
場
の
光
景
た
る
や
目
を
そ
む

け
た
く
な
る
程
の
悲
惨
さ
で
あ
る
。
▼
日

本
に
差
し
迫
っ
た
武
力
の
危
険
は
及
ん
で

い
な
い
が
、
経
済
面
で
は
貿
易
戦
争
に
巻

き
込
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ

関
税
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
ア

メ
リ
カ
に
よ
る
一
方
的
な
関
税
を
承
諾
す

る
こ
と
と
な
れ
ば
、
輸
出
産
業
に
依
存
す

る
日
本
経
済
に
と
っ
て
大
き
な
痛
手
と
な

る
こ
と
は
明
白
だ
。
政
府
は
毅
然
と
し
た

態
度
で
交
渉
に
臨
む
べ
き
だ
。
▼
国
内
で

は
物
価
高
騰
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
政

府
は
何
も
策
を
講
じ
な
い
。
現
金
給
付
と

い
う
バ
ラ
マ
キ
政
策
の
話
も
出
て
い
る

が
、
国
民
の
税
負
担
軽
減
の
た
め
に
も
、

ま
ず
は
消
費
税
軽
減
を
す
べ
き
で
あ
る
。

社
会
保
障
の
財
源
と
言
わ
れ
て
い
る
消
費

税
だ
が
、
消
費
税
導
入
以
降
、
社
会
保

障
は
改
悪
さ
れ
て
い
く
一
方
で
は
な
い
か
。

年
々
引
き
上
げ
ら
れ
た
消
費
税
収
入
は

大
軍
拡
に
使
わ
れ
て
い
る
。
▼
政
府
に
は

今
苦
し
ん
で
い
る
国
民
に
目
を
向
け
、
誰

一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
社
会
に
し
て
も
ら

い
た
い
。　
　
　
　
　
　
　

︵
亀
澤
明
子
︶

４
月
よ
り
は
じ

ま
っ
た
仲
間
を
増

や
す
行
動
月
間
は

４
月
９
日
の
出
陣

式
で
28
件
の
新
た

な
仲
間
の
加
入
申

込
書
が
持
ち
込
ま

れ
る
な
ど
順
調
な

ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ

ュ
を
切
り

ま
し
た
。

こ
の
月

間
で
は
数
だ
け
で
な

く
、
分
会
に
は
組
織
強

化
の
行
動
目
標
を
立
て

て
行
動
を
行
う
事
を
確

認
し
、
出
陣
式
で
は
ス

テ
ー
ジ
上
で
各
分
会
の

代
表
よ
り
こ
の
月
間
を

利
用
し
て
ど
の
よ
う
な

分
会
に
し
て
い
き
た
い

の
か
を
決
意
と
と
も
に

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

５
月
２
日
時
点
で
は
69
人
の

目
標
に
対
し
て
50
人
の
成
果
、

残
り
19
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
市
の
国
保
料
が
と
て
も

高
く
、
土
建
国
保
へ
の
資
料
請

求
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
規
入
社
し
た
事
業
所
の
従
業

員
へ
の
資
格
講
習
を
受
講
さ
せ

た
い
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
も
多

く
、
未
加
入
の
仲
間
に
組
合
を

紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。
共
済
制
度
、
イ
ベ

ン
ト
、
学
習
会
の
お
誘
い
等
、

組
合
に
は
他
に
も
多
く
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
残
り
半
月

み
な
さ
ん
の
力
で
紹
介
の
輪
を

さ
ら
に
広
げ
組
合
を
大
き
く
広

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
!! は

中
学
校
を
卒
業
し
て

こ
の
業
界
に
入
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
学
生
時
代
は

青
春
と
い
う
青
春
で
は
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
当
時
は

ま
だ
中
卒
で
社
会
人
に
な
る

人
が
何
人
も
い
た
時
代
で
、

私
以
外
に
も
、
仲
間
の
何
人
か
は
社
会
に
飛
び
込
ん

で
い
き
ま
し
た
。

会
に
出
て
か
ら
自
分
の
考
え
の
甘
さ
や
、
親
や
周

り
の
大
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
痛
感

し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
何
度
か
職

を
変
え
ま
し
た
が
、
型
枠
大
工
と
い
う
仕
事
が
自
分

に
あ
っ
て
い
た
の
か
、
気
づ
け
ば
こ
の
仕
事
を
し
て
25

年
に
な
り
ま
す
。

い
返
す
と
下
積
み
時
代
は
と
に
か
く
キ
ツ
か
っ
た

で
す
。
と
て
も
厳
し
い
親
方
だ
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
時
の
経
験
は
今
も
活
き
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま

す
。

年
前
に
独
立
を
し
て
、
２
年
前
に
法
人

に
し
ま
し
た
。
一
緒
に
働
い
て
く
れ
る
仲

間
も
徐
々
に
増
え
て
い
き
現
場
の
規
模
も
少

し
ず
つ
で
す
が
、
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
仕
事
も
や
る
こ
と
が
増
え
て
大
変
な
時

も
あ
り
ま
す
が
、
と
て
も
充
実
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
事
な
ど
を

考
え
る
と
不
安
も
あ
り
ま
す

が
、
や
り
が
い
も
楽
し
み
も

あ
り
、
そ
ん
な
今
が
青
春
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私社思５

春の仲間を増やす行動月間  残りわずか みんなの力で

組合を広げて

いこう!

大和湖畔分会 山　本　　聡（型枠大工）

※各情報へのお問い合わせは村山大和支部まで

青春、謳歌中!

イベント・講習情報イベント・講習情報
国営昭和記念公園◀6月29日㈰◀6月29日㈰

村山大和支部会館 7月6日㈰▼7月6日㈰▼

原田組織部長

出陣式（4月9日）



お困りの事がありましたら
悩む前にまず、東京土建に
ご相談ください。

組合が全て相談にのります!!

第477号 ⑵⑶ 2025年5月10日

今
年
度
か
ら
宮
澤
前
執
行
委

員
長
の
後
を
継
ぎ
、
執
行
委
員

長
に
就
任
し
ま
し
た
亀
澤
明
子

で
す
。
日
頃
よ
り
組
合
の
仲
間

の
皆
さ
ん
に
は
支
部
の
行
事
、

運
動
な
ど
ご
協
力
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
今
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し

は
ど
う
で
し
ょ
う
。
物
価
高
騰

の
波
が
賃
金
に
追
い
つ
い
て
い

ま
せ
ん
。
私
た
ち
建
設
職
人
は

防
災
の
観
点
か
ら
も
そ
の
腕
一

本
で
地
域
の
方
々
を
守
っ
て
お

り
、
と
て
も
誇
れ
る
仕
事
で
す
。

少
し
で
も
皆
さ
ん
に
貢
献
で
き

る
様
、
私
自
身
も
努
力
し
て
い

き
ま
す
。
不
安
な
気
持
ち
も
あ

り
ま
す
が
決
意
し
た
以
上
、
精

一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
今
後
と
も
皆
さ
ん

の
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

□
執
行
委
員
長亀

澤

明

子

□
副
執
行
委
員
長

荒

幡

重

雄

□
書
記
長

白

倉

良

道

□
書
記
次
長

唐

澤

孝

輔

小

池

義

博

□
常
任
執
行
委
員

原

田

竜

夫

大

懸

大

輔

□
常
任
執
行
委
員
待
遇

宮

澤

良

明

尾

崎

実
千
代

□
執
行
委
員
　
　
　

池
谷

金
一（
大
和
東
分
会
）

箱
守

　
　
淳（
大
和
東
分
会
）

第
58
回
支
部
定
期
大
会
で
選
出
さ
れ
た

役
員
一
覧
（
敬
称
略
）

第96回 三多摩メーデー
2年連続デコ最優秀賞受賞

５
月
１
日
、
井
の
頭
公
園
西
園
に
て

三
多
摩
メ
ー
デ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
去
年
よ
り
多

い
全
体
１
５
０
０
人
、
村
山
大
和
支

部
か
ら
は
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

メ
ー
デ
ー
の
主
催
者
団
体
挨
拶
で
は

東
京
土
建
か
ら
渡
辺
副
執
行
委
員
長

が
登
壇
し
、
東
京
土
建
の
取
り
組
み

を
述
べ
、
演
説
の
最
後
に
は
健
康
保

険
証
を
取
り
戻
す
た
め
共
闘
団
体
へ

協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
吉
祥
寺
駅
ま
で
デ

モ
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

春
日
井

徹（
大
和
南
分
会
）

井
上

大
輝
（
大
和
湖
畔
）

加
藤

光
一
（
大
和
湖
畔
）

立
花
賢
一
郎
（
大
緑
分
会
）

松
本

利
光
（
大
緑
分
会
）

近
藤

洋
一
（
え
が
し
な
分
会
）

渋
谷

尚
士
（
え
が
し
な
分
会
）

岡
村

慎
二（
野
山
北
分
会
）

中
島

孝
明（
野
山
北
分
会
）

菊
　
　
康
頼
（
和
分
会
）

根
本
浩
一
郎
（
和
分
会
）

藤
原

幹
夫

（
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
会
長
）

吉
田

重
男
（
Ｐ
Ａ
Ｌ
会
長
）

蓮
見

充
亮

（
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
副
会
長
）

□
会
計
監
査

安
達

和
由
（
和
）

杉
本

夏
穂
（
大
和
湖
畔
）

ご
あ
い
さ
つ執

行
委
員
長

亀

澤

明

子

定
期
大
会
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
来
賓
の
皆
様
（
敬
称
略
）

東
京
土
建
本
部

小

坂
　
　
　
剛

山

内

高

広

全
国
建
設
労
働
組
合
総
連
合

松

尾

慎
一
郎

東
京
土
建
多
摩
北
ブ
ロ
ッ
ク

井

上

清

一

（
小
平
東
村
山
支
部
）

笹

原

康

弘

（
清
瀬
久
留
米
支
部
）

唐

鎌

昭

二

（
西
東
京
支
部
）

衆
議
院
議
員

島

崎

正

也

（
自
由
民
主
党
木
原
誠
二
事
務
所
秘
書
）

都
議
会
議
員

尾

崎

あ
や
子

（
日
本
共
産
党
）

市
議
会
議
員

東
大
和
市

尾

崎

利

一

（
共
に
つ
く
る
東
大
和
）

床

鍋

義

博

（
や
ま
と
み
ど
り
）

高

峰
　
　
　
章

（
日
本
維
新
の
会
）

上

林

真
佐
恵

（
日
本
共
産
党
）

武
蔵
村
山
市

内

野

な
お
き

（
日
本
共
産
党
）

田

村

み
つ
子

（
日
本
共
産
党
）

藤

枝

な

な

（
日
本
共
産
党
）

地
域
団
体

西

川

洋

一

（
原
水
爆
禁
止
東
大
和
協
議
会
）

２
年
連
続
の
最
優
秀
賞

村
山
大
和
支
部
で
制
作
し
た
デ

コ
カ
ー（
＝
写
真
上
）が
第
96
回
三

多
摩
メ
ー
デ
ー
だ
し
も
の
コ
ン
ク

ー
ル
で
、
２
年
連
続
の
最
優
秀
賞

と
い
う
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。

「
傾
い
た
世
の
中
を
立
て
直

す
！
」
を
テ
ー
マ
に
制
作
さ
れ
た

本
作
品
は
、
製
作
日
程
の
べ
６
日
、

平
日
の
夜
７
時
か
ら
９
時
と
い
う

限
ら
れ
た
時
間
で
、
有
志
の
メ
ン

バ
ー
達
に
よ
り
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

（
＝
写
真
右
）
昨
年
の
最
優
秀
賞

受
賞
作
で
あ
る
デ
エ
ダ
ラ
ボ
ッ
チ

を
リ
メ
イ
ク
す
る
こ
と
で
、
現
代

社
会
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル

ト
に
一
石
を
投
じ
、
環
境
に
配
慮

し
た
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
す

と
い
う
テ
ー
マ
も
設
定
さ
れ
た
本

作
品
。
昨
年
の
迫
力
を
残
し
つ
つ
、

華
麗
な
装
飾
で
豪
華
さ
も
追
加
さ

れ
た
出
で
立
ち
に
は
、
多
く
の
通

行
人
た
ち
の
目
を
引
い
て
い
ま
し

た
。
最
優
秀
賞
受
賞
の
一
報
を
聞

い
た
有
志
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
は
、

「
５
年
連
続
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

て
、
殿
堂
入
り
を
目
指
そ
う
！
」

と
早
く
も
来
年
の
制
作
に
向
け
た

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。




